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Ａ環境面


・今年度、事業所が統合したことにより、活動場所が、バリアフリーに対応している建物側となる。活動スペースに対しても、利用定員数のバランスは良好であり、職員の配置人数に関してもおおよそ適当。





Ｂ児童への支援内容


・ニーズや課題の分析についてはや活動プログラムの立案など基本的な支援内容は、良好。


・活動プログラムの固定化については、課題が見られた。


Ｃ関係機関との連携


・関係機関との連携については評価が割れ学校以外との関係機関については少ない、もしくは分からないという意見が多い。


Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・保護者への説明責任や信頼関係は得られている評価。


Ｅ非常対応


・特に大きな問題もなく、評価分かれず


良好。








Ａ環境面


・活動場所が、バリアフリー化された建物側となったことで、概ね高評価を頂けた。





Ｂ児童への支援内容


・ニーズや課題の分析については高評価。また、プログラム内容に関しても概ね高評価頂けた。





Ｃ事業所からの情報発信


・評価も割れず、概ね高評価を頂く事が出来た。





Ｄ非常対応


・マニュアルに関しては、「周知、説明がされている」と評価して頂き、『避難訓練』実施に関しても


　実施評価を頂く事が出来た。
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事業所自己評価シート　　　　　　　　





職員による自己評価





保護者による評価








【共通点】


・環境面や基本的な支援内容に関しては、良い評価を頂く事ができ、保護者との関係も良好であった。


・『非常時の対応（マニュアルや説明）』に関しては今回、避難訓練実施について、保護者の方に知って頂く事が出来た。


【相違点】


・『適切な支援提供』のうち、『プログラムの固定化』について、評価が分かれた。















































事業所内での分析











分析・検討してみて…








・プログラムの固定化：


固定化に関して、保護者内や職員間の中


でも、意見が分かれている。（固定化に、


なってしまっている部分もある一方で、


固定化することで安心して過ごす事が


出来る子もいる。）








・バリアフリー化に関しては、事業所が統一され、バリアフリー化した建物側になった為、高評価。保護者の方との信頼関係も良いため、今後も保護者との良好な関係を維持し、ニーズを把握し、さらに良い支援に繋げていく。





事業所の強み





事業所の改善点








プログラムの固定化について


・保護者と話しが出来る場（個別面談や送迎時）に日々の活動内容や様子を伝え、意見を拾い、『サービス計画書』作成や日々の支援に反映させていく。


・正職・パート職員との情報共有をはかり、支援の在り方を検討し、日々のプログラムに反映していく。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


　環境面や支援内容など高評価を頂けた部分などは、継続していく。『非常時等の対応』の『避難訓練』については、昨年度についで、評価が少しずつ良い方へ変化がみられ、実施評価に改善が見られた。


この評価を継続できるように努め、改善すべき点は、改善していくことで、今後も保護者や職員間共に良好な関係を維持し、良い支援や関係性に繋げていきたい。








